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令和 4年度 第 2回 特別天然記念物野幌原始林調査委員会【議事概要】 

（１）報告 
○旧耕作地における植生分布調査結果について 
*資料に沿って事務局から説明 
*委員等からの意見・質疑応答 
・シカの影響は去年はそうでもないという報告だったが、今年はあるということか。 
⇒（事務局）まだ稚樹自体が少ないが、ハルニレなど特定の樹種については集中して食べ

られているため、今後の影響が懸念される。 
・食害が見られる場所は集中しているのか。 
⇒（事務局）林縁を中心に見られている。 
・いつ耕作放棄されたかはわかるのか。今後、粗密や植生により樹木の侵入はあるのでは

ないか。どうするのかは、いつまでに再生したいかによるのではないか。 
⇒（事務局）指定前の 2018年まで耕作されていたと思われるので、4年経過している。 
・周辺にいろいろな段階の放棄地があるので、参考になるのではないかと思う 
○追加調査の進捗状況について 
・遺伝解析のサンプリングは、分析を考えると稚樹はもっと多く取った方が良い。 
⇒（事務局）稚樹については今年踏査で確認したものも含めて、なるべく追加して採取し

たい。 
 
（２）討議 
○野幌原始林の本質的価値について 
*事務局から説明 
*委員等からの意見・質疑応答 
・森林は変化するものということを踏まえ、計画では指定の価値を一般の方に伝えやすい

方法で咀嚼した記載にしていただけるとありがたい。 
・森林は変わるのは当然で、通底するものは何か、混交林ということであれば追加指定地

がどうなるのか、どうするのかが大事なのではないか。 
・「低地に残された原始林」というのが貴重な価値である。近郊ながら人が入り込んでいな

い。自然に任せて人が関与していないというのが重要ではないか。 
・混交林ということにそれほどこだわる必要ない。周囲の指定地、円山原始林などの指定

理由と比べる必要もある。 
・指定地は変更前はいろいろな地形を含んでいたが、区域変更時になくなってしまった。

今回の追加指定地はなくなってしまった地形を含んでいるので、人手が入ってはいても、

その辺をうまく書き分けるようにできればよい。 
・追加指定地との価値の書き分けは、価値を構成する要素を書き分ければ記述は可能なの
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ではないか。平地にある原始林は揺らいでないので位置づけられるのではないか。他の計

画の記述の確認をして参考とする。 
・森林については活用が難しいということもあり、まだ保存活用計画で手がつけられてい

ないところが多い。これが初めての計画検討だったと思う。 
 
・追加指定地の今後については短時間で結論を出せるものではない。人工林は外来種が入

らない状況をつくって、入ったものを取り除く。 
・幼稚園の森については、指定時にどういうやりとりをしていたのかは今後に関わること

ではないのか。文章を交わしていないのか。 
⇒（事務局）文書は交わしてはいないが、今の利用ができれば良いという意向を確認して

いる 
・計画の内容によっては再確認する必要がある。長くやる中で変化もありうるのできちん

とすべきではないか。 
・今後は計画検討に園長さんも参加していただくように配慮してほしい。 
 
（３）その他 
（事務局）来年度以降は計画検討の委員会を予定しているので引き続き協力を賜りたい。 
・他の計画にも関わっているが、市としてのフレームワークをはっきりさせて欲しい。そ

の上で委員の意見を聞く形とすべきである。 
・今後は、市の考え方が重要となる。 
 
 


